
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 平成30年度 滋賀県がん診療連携協議会 第２回企画運営委員会 

開 催 日 時 平成31年２月27日（水） 16：00～17：10 

開 催 場 所 滋賀県立総合病院病院 新館４階講堂 

出 席 者 【委員】 

滋賀県立総合病院      一山 智  （委員長） 

滋賀県立総合病院      井上 勘治 

滋賀医科大学医学部附属病院 醍醐 弥太郎 

滋賀医科大学医学部附属病院 黒瀬 和美 

大津赤十字病院       芥田 敬三 

大津赤十字病院       飛田 美乃 

公立甲賀病院        沖野 孝 

公立甲賀病院        青木 敏 

彦根市立病院        林  栄一 

彦根市立病院        藤野    ＜代理＞ 

市立長浜病院        伏木 雅人 

市立長浜病院        堀  一郎 

高島市民病院        渡邊 温士 

滋賀県健康医療福祉部    岡野 和薫 

【部会長】 

滋賀県立総合病院      山内 智香子（相談支援部会） 

大津赤十字病院       芥田 敬三 （地域連携部会） 

滋賀県立総合病院      財間 正純 （がん登録推進部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院 谷  眞至 （診療支援部会） 

滋賀県立総合病院      花木 宏治 （緩和ケア推進部会） 

【随行者】 

滋賀県立総合病院      湊山 祐一 （相談支援部会事務局） 

大津赤十字病院       加藤 理史 （地域連携部会事務局） 

滋賀県立総合病院      柳  香里 （がん登録推進部会事務局） 

滋賀医科大学医学部附属病院 野原 悦子 （診療支援部会・研修推進部会事務局） 

滋賀県立総合病院      大橋 純子 （緩和ケア推進部会事務局） 

滋賀県健康医療福祉部    野坂 明子 

滋賀県立総合病院      木村 和真 

【事務局】 

滋賀県立総合病院      川邊 義巳 

（敬称略） 

欠 席 者 【委員】 

彦根市立病院        桂田 厚子 

高島市民病院        小泉 聡 

【部会長】 

滋賀医科大学医学部附属病院 村田 喜代史（研修推進部会） 

（敬称略） 

議 事 概 要 【審議事項】 

1. 平成30年度各部会の最終評価について 

 協議会・企画運営委員会および各部会より今年度の活動と最終評価について、下記の

とおり報告があった。 



 

（協議会・企画運営委員会） 

   協議会活動の周知、がん医療フォーラムの開催、ＰＤＣＡサイクルの情報共有など、ほ

ぼ当初の計画どおりに取り組めた。最終評価は「Ａ」としたい。 

 （相談支援部会） 

   部会の開催、相談員スキルアップ研修の開催、各種イベントへの相談員派遣などを行っ

た。「滋賀の療養情報」第６版を作成中で、昨年に比べ大幅増刷の予定。最終評価は「Ａ」

としたい。 

 （地域連携部会） 

   ワーキンググループは計画通り開催できなかった。地域連携パスの登録件数は目標290

件に対して270件となる見込み。５大がんパスについては、再発・転移に対応できる形

式に変更ができ、来年度より運用開始予定である。最終評価は「Ｂ」としたい。 

 （がん登録推進部会） 

   部会、研修会の開催および院内がん登録全国集計の提出など計画通り行った。ホームペ

ージに統計資料の掲載や院内周知用資料の作成も行い、最終評価は「Ａ」としたい。 

 （診療支援部会） 

   部会の開催、がん情報しがの治療法やトピックスについて更新を行った。若年性妊孕性

温存の研修会をサポートし、13病院で研修会が開催された。最終評価は「Ａ」としたい。 

 （研修推進部会） 

   部会の開催、がん情報しがの講演会などに関する情報の更新を毎月行った。また、がん

看護研修（基礎編）を大津日赤と滋賀医大で開催し、39名が受講した。薬剤師、検査技

師、放射線技師の育成状況についても部会で確認した。最終評価は「Ａ」としたい。 

 （緩和ケア推進部会） 

   世界ホスピス緩和ケアデー記念講演会は台風で中止となったが、部会や各研修会は計画

通り実施できた。記念講演会は来年度に同内容で開催予定であり、ELNEC-J研修会も開

催日程の工夫で受講者増に繋がった。最終評価は「Ａ」としたい。 

   

   また、下記のような意見があった。 

 （公立甲賀病院） 

   医療資源が限られている地域ではパスを増やすのは難しい。努力でどうにかなる問題で

はない。パスが必要な地域とそうでない地域があるということを理解して頂きたい。 

 （県立総合病院） 

   研修開催やホームページ充実に取り組んでいることは分かったが、研修の参加人数やホ

ームページのアクセス数などについて、経年的に数字が把握できる資料があると良い。 

 （市立長浜病院） 

   診療支援部会はもともと県内の医師派遣の調整などをする部会として立ち上げられた

と認識しているが、容易なことではなかったため、現在のような目標に変わったと思う。

しかし、医師の偏在は強く感じており、今後うまく共存共栄ができるように方向性を話

し合っていきたい。 

 

2. 議事録の統一について 

 協議会、企画運営委員会、部会の開催後に各事務局にて議事録を作成し、滋賀県がん

診療連携協議会のホームページに掲載しているが、「様式が統一されていない」「情報量

に差がある」「議事録だけでは会議の内容が分からない」「ホームページ掲載までに時間

を要する」「閲覧者が少ない」などの問題がある。 

 改善案として以下の３点を提案し、可決された。 

・議事録は決まった様式のものを使用 

・当日資料がなくても内容が分かるように概要を記載（全体で２～３ページに集約） 

・会議終了後、概ね２週間以内に議事録を作成し、速やかにホームページに掲載 

 

また、下記のような意見があった。 



 

（緩和ケア推進部会長） 

  当日の資料を見たい人もいるので、それもホームページに掲載してはどうか。 

  →個別に送付するなどして対応することとなる。 

 

3. 平成31年度以降の活動について 

 がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針の中にある要件を根拠に当協議会を立ち

上げ、運営している。昨年7月に指針が新しくなったが、関連箇所については特に変化が

なかったので、平成31年度以降も現在の体制で活動することを提案し、可決された。 

 

【報告事項】 

4. 第10回滋賀県がん医療フォーラムの結果について 

 運営スタッフも含め333名（一般171名、医療関係者162名）がフォーラムに参加した。

アンケート結果より、参加者の性別、居住地、年齢、参加区分、知った方法、満足度な

どの分析結果を報告した。また参加者の感想や今後希望するテーマなどについても共有

した。 

 来年度の日程については３月19日開催の協議会にて提案する予定である。 

 

5. 協議会ホームページの変更について 

 滋賀県のホームページを管理運営するシステムが３月末に変更されるが、それに伴っ

て協議会ホームページのデザインとＵＲＬが変更となる旨を報告した。 

 

6. 県からの報告事項等 

（滋賀県がん対策推進計画） 

概要版が完成した。第３期は「がんとの共生」が大きなウエイトを占める。また、平

成29年の全がん75歳未満年齢調整死亡率において、滋賀県が初の全国１位となった。 

（全国健康関係主管課長会議） 

 がんゲノム医療の提供体制、全国がん登録の都道府県がん情報の利用提供、がん患者

の仕事と治療の両立支援についての情報提供があった。 

（滋賀県のがん対策の概要） 

 ・妊孕性温存助成事業について、女性の卵巣凍結・受精卵凍結の助成上限額は現在10

万円だが、20万円に引き上げるよう予算要求中である。 

・「滋賀の療養情報」などの情報誌を増刷できるための予算を要求中である。 

・がん患者調査事業を次年度実施するための経費を予算要求中である。 

・就労支援サポート企業の表彰事業のための経費を予算要求中である。 

・がんゲノム医療体制整備について、パネル検査機器整備の予算を要求中である。 

 

【その他】 

（市立長浜病院） 

日本癌治療学会の認定がん医療ネットワークナビゲーター制度というものがある。

滋賀県では市立長浜病院が研修施設として登録されており、シニアナビゲーターが２

人誕生している。各病院にも研修施設としての登録を検討して頂きたい。 

そ の 他 特になし 

  

以上のとおり報告します。                          平成31年３月６日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

企画運営委員会 委員長 一山 智 


